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質量mの２つの質点A，Bが，延び縮みしない，質量の無視できる長さ 2a の糸で結ば

れている。２つの質点は糸を真っ直ぐに張った状態で糸の中点Oを中心に，水平面上を

真上からみて左回りに角速度 ωで回転している。すなわち図に示すように，２つの質点

は中心O半径 aの円周上を運動している。質点と水平面との間の摩擦は無視できるもの

として，次の問いに答えよ。

(i) この系の全運動量，点Oのまわりの全角運動量，力学的全エネルギーを求めよ。

(ii) ２つの質点には糸の張力が働いているが，(i)で求めた全運動量，点Oのまわり

の全角運動量，力学的全エネルギーはそれぞれ保存することを，運動方程式を用い

て証明せよ。

(iii) 円周上に固定された点Cに，質点Aが到達した時刻 t0から質点Aは点Cにとど

まり，もう一方の質点Bは糸が真っ直ぐ張ったままで点Cの回りに回転し始めたと

する。このとき点Cにおいて摩擦は働かないものとする。運動が変化したとき点C

には衝撃力が働くが，この系の点Cのまわりの全角運動量は運動の変化の前後で保

存されることを示し，運動の変化後の質点Bの角速度を求めよ。また力学的全エネ

ルギーの変化を求めよ。
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